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『

四

書
纂
疏
』

所

引
の

朱
子

学
文

献
に
つ

い

て

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

ー
『

朱
子

語

録
』

を

中
心

に

ー
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は

じ

め

に

　

論
者
は

、

か

つ

て

『

四

書
集
註
大

全
』

に

残
さ
れ

た

宋
元
の

著

作
の

佚
文

を

調

査

す
る

過

程
で

、

趙
順

孫
撰
『

四

書
纂
疏
』

を

頻

繁
に

参

照

し

た
。

『

四

書
集
註
大

全
』

で

は
、

藍
本
と

さ

れ
る

『

四

書
輯
釈
』

所

引
の

諸
文

献
を

取

捨

選
択
し

な
が

ら

そ

の

ま
ま

使
っ

て

い

る

が
、

『

四

書
輯
釈
』

が

「

文

集
日

」

「

語
録
日

」

等
と

明
示

し

て

朱
熹
の

著
作
を

引
用
し

て

い

た
の

を
、

『

四

書
集
註
大
全
』

で

は

他
の

「

大
全
」

と
同

様
の

改
竄
を

施
し

て
、

「

朱
子

日
」

と

し

て

　

　
　
　

　
　
み

し

ま
っ

て

い

る
。

そ

れ

に

対
し

て
、

『

四

書
纂
疏
』

で

は

朱
熹
の

著

作
を

引
用
す
る

際
に

は
、

「

易
本
義
日
」

「

易
啓
蒙
日

」

「

詩
伝
日

」

「

太

極
図

解
日

」

「

通

書
解

義
日

」

「

文

集
日
」

「

語
録
日

」

と

典

拠
を

明
示

す
る

。

と
こ

ろ
が

、

『

四

書

纂
疏
』

の

中
に

「

語

録
日
」

と

指
摘
が

あ
る

に

も

関
わ

ら

ず
、

『

朱

子
語

類
大

全
』

に

未
収
で

あ

っ

た

り
、

文

章
が

異
な

る

も
の

が

時
々

見

ら

れ

る
こ

と

が

気

に

な

っ

た
。

ま

た
、

『

四

書
纂
疏
』

に

は

朱

熹
及

び

そ
の

後
学
十
三

名
の

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
す
ご

著
作
が

多
数
引
用
さ
れ

て

い

る

が
、

そ
れ

ら
の

中
に
は
、

陳
淳
（

字

は

安

卿、

号
は

北

渓
、

龍
渓
の

人
、

一

一

五

九

〜
一

二

二

三
）

の

『

大

学
口

義
』

『

中
庸
口

義
』

を

は

じ

め

多
く
の

佚
書
が

含
ま
れ
て

い

る
。

も

ち

ろ

ん
、

引
用

に

当
た

っ

て

趙
順

孫
が

意
図
的
に

原

典

を
省
略

し

た

り

改
変
し

た

可
能
性
は

あ

り
、

ま

た

意
図
せ

ぬ

誤

引

も
少

な

く
な
い

か

も

し

れ
な
い

。

と

は

い

え
、

『

四

書
纂
疏
』

に

残

存
す
る

文

章
に

は
、

南

宋
末
期
の

朱

子
学
文
献
の

原

貌
を

見
る
こ

と

が

で

き
る

の

で

は

な

い

か

と

思
わ
れ
る

。

　
本

稿
は
、

「

朱
子

語
録
」

を
中
心

に
、

『

四

書
纂
疏
』

所

引
の

朱

子

学
文

献
を
め

ぐ
っ

て

気
付
い

た

問

題
の

一

部
を

報
告
す

る

も
の

で

あ
る

。

　
　

　
一

　

『

四

書
纂
疏
』

の

成
立

年
代

　

『

四

書
纂
疏
』

二

十
六

巻
の

編
者
で

あ
る

趙

順
孫

（

一

二

一

五

〜

七

七
）

は
、

字
は

和
仲

、

号
は

格
庵

、

浙
江
縉
雲
の

人
、

淳
祐

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

ロ
も

十
年
（

一

二

五

〇
）

の

進
士

で

あ

る
。

伝
記

は

『

金

華

黄
先
生

文

集
』

巻
三

十

「

格
庵

先
生

阡

表
」

に

詳
し

い
。

そ

れ

に

よ

る

と
、

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ハ
　サ

朱
熹
よ

り

三

伝
の

後

学
で

あ
る

。

彼
が

『

四

書
纂
疏
』

を

完
成
さ
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せ

た

の

が

い

つ

で

あ
っ

た

か

は

よ

く

わ

か

ら

な
い

。

佐
野

公

治
氏

は

「

一

二

五

〇

年
代

以
降

、

南
宋
が

滅
亡

す
る
一

二

九

〇
年

を

僅

か

に

遡
る

時

期
の

作
品

で

あ

る
」

（
『

四

書
学
史
の

研

究
』

二

三

〇

頁
）

と

言
わ

れ

る
が

、

『

四

書
纂
疏
』

に

序
文
を
寄
せ

た

洪
天

錫
（

字

は

君
疇

、

号

は

陽
巌
、

福
建

晋

江
の

人
、

宝

慶
二

年
・
一

二

二

六

年
進

士
、

諡

は

文

毅
）

は

咸

淳
三

年

（

一

二

六

七
）

に

逝
去

し

て

い

る
の

で
、

完
成
が

そ

れ

以

前
で

あ

る
こ

と
は

疑
い

な
い

。

ま

た
、

『

四

書
纂
疏
』

は

全
書

が
一

度
に

作
ら

れ

て

出
版
さ

れ

た

の

で

は

な
い

。

『

中
庸
纂
疏
』

に

冠
せ

ら

れ
て

い

る

牟
子

才
（

字
は

存
叟
・

節
叟

、

号
は

存

斎
、

四

川

井
研
の

人
、

嘉
定

十
六

年
・
一

二

二

三

年
進
士
、

諡

は

清
忠
）

の

「

中
庸
纂
疏

原
序
」

に

は

宝
祐
四

年
（

一

二

五

六
）

十
一

月

と

書
か

れ

て

お

り
、

そ
の

序
文
で

は

『

大
学
章

句

疏
』

（

『

大
学

纂

疏
』）

に

言
及

し

て

い

る
。

こ

の

よ

う

な

事
実

を

勘
案
す
る
と

、

『

四

書
纂
疏
』

の

う

ち
少

な
く
と

も
『

大

学
纂
疏
』

『

中
庸
纂
疏
』

は
、

宝
祐

四

年
頃
に

は

出
来

上

が
っ

て

い

た

と

考

え

て

よ
い

で

あ

ろ

う
。

一

方
、

洪
天

錫
の

「

四

書
纂
疏
序
」

を

見

る

と
、

そ

の

内

容
は

『

論
語

纂
疏
』

『

孟

子
纂
疏
』

を

対

象
に
し

て

書
か

れ
て

い

る

こ

と

が

わ
か

る
。

ま
た

、

『

経
義
考
』

巻
二

百
五

十

二

に

載
録
す
る

応

俊
（

浙

江
臨
海
の

人
、

嘉
熙
二

年
・
一

二

三

八

年
進
士
）

の

序
文

に

「

『

論
』

『

孟
』

成
、

会

縉
雲
令
王

君

既
済
巳

刊

『

中
庸
』

『

大

学
』 、

遂

併
刊

於
学

官
云

。

」

と

言

う

通

り
、

ま

ず
は

『

大

学
纂
疏
』

『

中
庸
纂
疏
』

が

刊
行
さ

れ
、

そ
の

後
に

『

論

語
纂
疏
』

『

孟

子

纂
疏
』

が
作
ら

れ
併
せ

て

出
版
さ
れ

た
こ

と

が

わ

か

る
。

『

四

書
纂
疏
』

の

主
な

版
本
に
は

次
の

よ

う
な
も
の

が

あ

る
。

四

書
纂
疏
二

十
六

巻
、

元

刊
、

二

〇
冊

、

補
写

、

静
嘉
堂
文

庫

　

酣
宋
楼
旧

蔵

本

四

書
纂
疏
二

十
六

巻、

通
志
堂
経

解、

（

清
）

納

蘭
性

徳
輯

、

康
熙

　

　
　
　

マ

こ

　

十
九

年

序
刊

大

学
纂
疏
一

巻
・

中
庸
纂
疏
三

巻
・

論

語
纂
疏
十
巻
・

孟

子
纂
疏

　

十
四

巻
、

四

庫
全
書
（

内
府
蔵
本
）

四

書
纂
疏
二

十
六

巻、

和
刻
本、

江

戸

昌

平

黌
、

文

化
十
三

年
（
一

　
八
一

六
）

刊

（

覆
清
・

通

志
堂
経

解
本
）

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　　

四

書
纂
疏
二

十
六

巻
、

復
性
書

院
校
刊

本、

民
国

十
四

年
（

一

九

　
二

五
）

馬

浮
跋

大

学
纂
疏
・

中

庸
纂
疏

　
黄
坤
整
理

、

華
東
師
範
大
学

出
版
社

、

　
一

九

九

二

四

書
纂
疏

、

儒
蔵
・

精
華
編
（

一

一

二
・

一

＝
二
）

、

北

京
大
学
出

　
版
社

、

二

〇
一

四

　
　

　
二

　
　
『

四

書
纂
疏
』

に

引
用
さ
れ
る

諸
文
献

　

当
然
の

こ

と

な
が

ら
、

『

四

書
纂

疏
』

に

は
、

「

愚
謂
〜

」

「

愚

案
〜

」

等
と

い

っ

た

か

た

ち
で

、

趙
順

孫
自
身
の

朱
子

学
解
釈
も

沢
山

示

さ

れ
て

い

る
。

し

か

し

な
が

ら
、

本
稿
で

は

そ

れ
ら
に
つ

い

て

は

取
り

敢
え

ず
措
き

、

『

四

書
纂
疏
』

に

引
用

さ
れ

る

朱
熹

及

び
そ

の

後
学
十
三

名
の

著
作
に

つ

い

て

注
目
し

て

み
た

い
。

「

四

書

　
　

　
　
　

　
ヱ

纂
疏
引
用
総
目

」

に

は
、

次
の

よ

う
に

記
さ
れ
て

い

る
。

晦
庵

先
生

　
『

易
本
義
』

『

啓
蒙
』

『

詩

集
解
』

『

太
極

解
』

『

通

書

　
解
』

『

西

銘
解
』

『

文

集
』

『

語
録
』
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三

山

黄
氏

（

幹
、

直
卿
）

『

論

語
通

釈
』

『

孟

子

講
義
』

『

諸

経
講

　
義
』

『

文

集
』

『

語

録
』

慶
源
輔
氏

（

広
、

漢
卿
）

『

論
語

答
問
』

『

孟
子

答
問
』

臨
潭
陳
氏
（

淳
、

安
卿
）

『

大

学
口

義
』

『

中
庸
口

義
』

『

字
義
』

『

文

　
集
』

『

語

録
』

三

山
陳
氏

（

孔
碩

、

膚
仲
）

『

大
学
講
義
』

『

中
庸
講
義
』

建
安
蔡
氏

（

淵、

伯
静
）

『

易
伝
』

『

中

庸
通
旨
』

『

中

庸
思
問
』

『

大

　
学
思
問
』

『

化
原
問

辨
』

『

性

情
幾
要
』

建

安
蔡
氏

括
蒼
葉
氏

南
康
胡
氏

永

嘉
陳
氏

三

山
潘
氏

菷
田

黄
氏

建

安
真
氏

建

安

蔡
氏

（

沈
、

仲
黙
）

『

書
伝
』

（

味
道

、

知

道
）

『

講
義
』

『

文

集
』

（

泳
、

伯
量
）

『

論
語
衍
説
』

（

埴
、

器
之
）

『

経
説
』

『

木
鍾

集
』

（

柄
、

謙
之
）

『

講
説
』

（
士

毅
、

子

洪
）

『

講
義
』

（

徳
秀

、

景
元
）

『

大

学
衍
義
』

『

読
書
記
』

『

文

集
』

（

模
、

仲
覚
）

『

大

学

演
説
』

『

論
語

集
疏
』

『

孟
子

集

疏
』

『

講
義
』

　
『

纂
疏
』

所

載
二

黄
氏
、

　

餘
以
郡

書
。

若
三

蔡
氏、

三

陳
氏

、

惟
勉
斎、

北
渓
不

書
郡

。

則
一

門
之
言

　
更
不
別

異
。

最

初
に

触
れ
た

よ

う
に

、

『

四

書

纂
疏
』

が

朱
熹
の

著
作
を
引
用

す

る

際
に

は
、

「

語

録
日
」

「

文
集
日

」

等
々

と

典
拠

を

明
示
し

て

い

る
。

因
み

に
、

「

語
録
」

「

文
集
」

以

外
の

朱

熹
の

著
作
に
つ

い

て

は
、

そ

れ

ほ

ど

引
用
は

多
く

な
い

。

『

易
本
義
』

（

「

易
本
義
日

〜
」

）

は

『

中
庸
纂
疏
』

『

論
語
纂
疏
』

に

各
一

条
、

『

啓
蒙
』

（

「

易
啓
蒙

日

〜
」

）

は

『

論

語

纂
疏
』

に
一

条、

『

詩

集
解
』

（

「

詩

伝
日

〜
」

）

は
『

中
庸
纂
疏
』

に

三

条
、

『

論
語

纂
疏
』

に
一

条
、

『

孟
子
纂
疏
』

に

十
三

条
、

『

太
極

解
』

（

「

太
極
図

解
日

」

）

は

『

大

学
纂
疏
』

に

一

条
、

『

通
書
解
』

（

「

通

書

解
義
日

〜
」

）

は

『

中
庸

纂
疏
』

に
ニ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
ハ
ヨね

条
と

『

論
語
纂
疏
』

に
一

条、

そ

れ
で

全

て

で

あ

る
。

『

西

銘
解
』

は

引
用
が

あ

る

の

か

ど

う
か

未
詳
で

あ
る

。

　
ま

た
、

「

総
目

」

末
尾
の

附
記
に

言

う

よ

う
に
、

「

黄
氏

日
」

と

あ

れ

ば
、

そ

れ

は

黄
幹
（

字
は

直

卿、

号
は

勉

斎、

一

一

五

二

〜

一

二

二
｝
）

の

言
葉
で

あ

り
、

「

陳
氏
日
」

と
あ
れ
ば

、

陳
淳
の

言

葉
で

あ
る

。

他
の

黄
氏

、

陳
氏
の

場
合
は

姓
に

出
身
地
を

冠
し

て

い

る

の

で
、

誰
の

発
言
で

あ

る

か
が

特
定
で

き

る
。

し

か

し
、

「

建

安

蔡
氏
」

だ

け

は
、

｝

門
の

学
説

と
し

て

ま
と

め

ら

れ
、

蔡
淵

（

字

は

伯
静、

号
は

節
斎、

一

一

五

六

〜
一

二

三

六
）

、

蔡
沈
（

字
は

仲

黙
、

号

は
九

峰、

＝
六

七

〜
一

二

三

〇
）

、

蔡
模
（

字
は

仲
覚

、

号

は

覚
軒
、

一

一

八

八

〜
一

二

四

六
）

の

う
ち
の

誰
の

発

言
か

を

明

示

し

て

い

な
い

。

も
っ

と

も
、

蔡
沈
の

著
作
は

『

書
集

伝
』

し

か

載
録
さ
れ

て

い

な
い

の

で
、

そ

れ
を
除
け

ば
、

結
局
は
、

淵
と

模

の

両

者
の

区

別
の

み
と
い

う
こ

と

に

な
る

が
、

こ

れ
に
つ

い

て

も
、

『

易
』

『

中
庸
』

関
係
の

学
説

は

蔡
淵
、

『

論
語
』

『

孟

子
』

関

係
の

学
説

は

蔡
模
の

言
葉
で

あ
る

可

能
性
が

高
い

こ

と
が

わ

か

る
。

　
黄

軼
に
つ

い

て

は
、

「

北
京

図

書
館
古
籍
珍
本
叢
刊」

第
九

〇

冊

に
、

『

勉
斎
先
生

黄
文

肅
公

文

集
』

四

十
巻
附
集
一

巻

（

元

刻
延
祐

二

年

重
修
本
）

が

収
め

ら

れ

て

お

り
、

全
て

で

は

な
い

か

も

し

れ

な
い

が
、

彼
の

『

文

集
』

『

語

録
』

は

見
る

こ

と

が

で

き

る
。

ま

た
、

『

孟

子

講
義
』

『

諸
経
講
義
』

の
一

部
も
こ

れ

に

収

録
さ
れ

て

い

る
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　ハ
むり

可

能
性
も
あ

る

が
、

『

論
語

通

釈
』

は

佚
書
で

あ

る

と

思
わ

れ

る
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
のソ

　

輔

広

（

字
は

漢
卿

、

号
は

潜
庵
）

の

『

論

語

答
問
』

と

『

孟

子

　

へ
け　

答
問
』

は

佚
書
で

あ
ろ

う
。

　

陳
淳
の

『

字
義
』

に
つ

い

て

は
、

詳
細

は

省
く
が

、

『

北

渓
字
義
』

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
ほソ

の

各
種
版

本
が

残
っ

て

お

り
、

ま
た

『

文

集
』

に
つ

い

て

も

同
様

に
、

『

北
渓
先
生

全

葉
爵
五

十
巻
の

各

種
版
本
が

現
存
す
る

が
、

『

大

学
口

義
』

『

中
庸
口

義
』

『

語
録
』

は

散
佚
し

て

し

ま
っ

て

い

る
。

と

こ

ろ

が
、

『

四

書

纂
疏
』

に

は

『

大

学
口

義
』

『

中

庸
口

義
』

、

あ

る
い

は

『

語
録
』

の

佚
文

と

思

わ

れ

る

も

の

が

大

量
に

残

さ

れ

て

い

る
。

　

陳
孔

碩

（

字
は

膚
仲
・

崇

清、

淳

熙
二

年
・
一

一

七

五

進
士
）

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ヘ
ロね

の

『

大
学
講
義
』

と

『

中
庸
講
義
』

も
佚
書
で

あ

ろ

う
。

　

建

安
蔡
氏

の

場
合

、

蔡
淵
の

『

易
伝
』

に

つ

い

て

は
、

同
一

の

著
作
で

は

な
い

か

も

し

れ

な
い

が
、

『

周

易
赴
爻
経
伝
訓

解
』

二

巻

と

『

易
象
意
言
』

　一

巻
が

『

四

庫
全

書
』

に

著
録
さ

れ

て

い

る
。

そ
し

て
、

蔡
沈
の

『

書
伝
』

に

つ

い

て

は
、

『

書
集
伝
』

六

巻
の

各

種

版
本
が

伝
存
し

て

い

る
。

ま

た
、

蔡
模
に

つ

い

て

は
、

『

孟

子

集

疏
』

が

『

通

志

堂

経

解
』

『

四

庫
全

書
』

に

入
っ

て

お

り
、

「

四

庫

提

要
」

に

は

「

趙
順
孫
『

四

書
纂
疏
』

載
模
所
著
有
『

大

学
演
説
』

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
め　

『

論
語

集
疏
』

『

孟

子

集
疏
』 、

今
惟
此

書
存
。

」

と

言
う

。

建
安

三

蔡
氏
の

こ

れ

ら

以

外
の

著
作
は
、

輯
佚

書
で

あ
る

『

蔡
氏

九

儒

書
』

九

巻
首
一

巻
（

清
雍
正

十
一

年

蔡
重

刻

本
）

、

に

よ
っ

て

見

ら

れ

る

も
の

も

あ
る

。

『

蔡
氏
九

儒
書
』

は

複
数
の

機
関
に

所
蔵
さ
れ

て

お

り
、

『

四

庫
存
目

叢
書
』

集
部
三

四
六

冊
に

も
影
印
本
が

収
め

ら

れ

て

い

る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　　
め　

　
葉
賀
孫
（

字
は

味
道
）

の

『

講
義
』

と
『

文

集
』

、

及
び

胡
泳
（

字

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ヘ
ロ

　

は

季
水

、

号
は

伯
量
）

の

『

論
語
衍
説
』

は

佚
書
で

あ
ろ

う
。

　
陳
埴
（

字
は

器

之
）

の

『

木

鍾

集
』

は
、

『

潜
室

陳
先
生

木
鍾

集
』

十
一

巻
の

各
種
版
本
が

伝
存
し

て

い

る
。

『

四

庫
全

書
』

に

も

『

木

鍾

集
』

十
一

巻
が

著
録

さ

れ
て

お
り

、

「

四

庫
提
要
」

に

は

「

是
編

雖
以

集
為
名

、

而

実
則
所
作

語
録

。

」

と
い

う
。

『

経
説
』

の

方
は

佚
書
で

あ
ろ
う

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
ロ　

　
潘

柄
（

字
は

謙
之
）

の

『

講
説
』

、

及

び

黄
士

毅
（

字
は

子

洪
、

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ロ

　

号

は

壷
山
）

の

『

講
義
』

も

佚
書
で

あ
ろ

う
。

　
真

徳
秀
（

字
は

希
景
ほ
か
、

号
は

西

山、

慶
元
五

年
・
一

一

九

九

年

進
士

、

＝
七

八

〜
一

二

三

五
）

は

伝

存
す

る

著
作
の

種
類、

版
本
と

も

に

極

め

て

多
い

。

『

大

学

衍
義
』

『

読

書
記
』

『

文

集
』

は
、

『

四

庫
全

書
』

に

『

大
学
衍
義
』

四

十
三

巻
、

『

西

山
読
書
記
』

四

十

巻
、

『

西
山
文
集
』

五

十
五

巻
が

著
録
さ
れ
て

い

る
ほ

か
、

『

四

部
叢
刊
』

に

も
収
録
さ
れ
て

い

る
。

　
な

お
、

朱

熹
以

外
の

学
者
の

著
作
は

、

引
用

に

当
た
っ

て

そ
の

書
名

が

明
示

さ
れ

て

は
い

な
い

が
、

「

四

書

纂
疏
引
用
総
目

」

に

挙

げ

ら

れ

る

書
は

散

佚
し

た

も
の

が

多
く

、

こ

れ
ら
を

拾
い

集
め

て

整

理

す

れ

ば
、

朱

熹
後
学
の

「

四

書
」

解
釈
は

じ

め

そ
の

思

想
を

分
析
す
る

資
料
と

し

て

有
益
で

あ
ろ
う

。

　
　

　
三

　
『

四

書

纂
疏
』

と

元

明
の

「

四

書
」

注
釈
の

集
成

書

　
南
宋

か

ら

明
の

『

四

書

集
註
大
全
』

に

至

る

ま

で

の

「

四

書
」

　
　

　
　
　
　
の　

注
釈
の

集
成
書
の

主
な

も
の

に
つ

い

て

は
、

『

四

庫
全

書
総
目

提
要
』

（

巻
三

十
六

「

四

書
類
二
」

）

「

四

書
大
全
三

十
六

巻
」

に

簡
潔
に
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ねい

ま

と

め

ら
れ
て

い

る
が
、

そ
の

主

要
部
分
は

顧
炎
武
の

『

日

知
録
』

巻

十
八

「

四

書
五

経
大
全
」

の

引
用
で

あ
る

。

：

…・

そ

の

書
は

、

元
の

倪
士

毅
の

『

四

書
輯
釈
』

に

基
づ

い

て

〔

作
成
し

〕

、

少
し

ば

か

り

字
句
を

改
め

た
の

で

あ

る
。

顧

炎
武

の

『

日

知

録
』

に
、

「

朱
子
が

『

大
学
』

と

『

中
庸
』

の

「

章
句
」

「

或

問
」

、

『

論

語
』

と

『

孟

子
』

の

「

集
註
」

を

作
成
し

て

か

ら

後
、

黄
氏

に

『

論
語

通

釈
』

が

あ

る
。

〔

朱
子
の
〕

「

語

録
」

を
拾
い

集
め

て

朱
子
の

「

章
句
」

の

下

に

付
け

足

す

こ

と

は
、

真
氏
か

ら

始
ま
っ

た
。

祝
氏
は
こ

れ

に

倣
っ

て
、

『

附
録
』

を

作

成
し

た
。

後
に

は

蔡
氏
の

『

四

書
集
疏
』 、

趙
氏
の

『

四

書
纂
疏
』

、

呉
氏

の

『

四

書

集
成
』

が

出
て

、

是

非
を
あ
げ
つ

ら

う
者
は

そ

の

〔

注

釈
の
〕

氾

濫
す
る
の

を

憂
え
た

。

そ
こ

で

陳
氏

は

『

四

書

発
明
』

を
作

成
し
、

胡
氏

は

『

四

書
通
』

を

作

成
し

、

定

宇

の

門
人
の

倪
氏

【

案
ず
る

に
、

定
宇
と

は
、

陳
櫟
の

別
号

で

あ

る
。

】

が
、

二

書
を

合
し

て
一

書
と

し

た
。

か

な
り

削
り

正

し

た

部

分
が

有
り

、

『

四

書

輯
釈
』

と

名
付

け

た
。

永
楽
年
間
に

編
纂

し

た

『

四

書
大
全
』

は
、

〔

こ

れ

を
〕

少
し

ば
か

り

増
し

た

り

削

っ

た
り

し

た

に

過
ぎ
な
い

。

詳
細
さ

簡
明

さ

と

い

う
点
で

は
、

〔
『

四

書
大

全
』

は
〕

倪
氏

に

及

ば

な

い

と

こ

ろ
が

多
い

で

あ
ろ

う
。

『

大
学
中
庸
〔

章
句
〕

或
問
』

は

〔

内
容
が
〕

全
く

異

な
ら

な

い

が
、

〔

『

四

書
大
全
』

に

は
〕

と
こ

ろ

ど
こ

ろ

に

誤
謬
が

あ

る

云
々

。

」

と

言
っ

て

い

る
。

こ

の

書
物
の

委
細
を

語
っ

て

余
す

　
　
　

　
　
　

　
　
ハ
ぬり

と

こ

ろ
が
な
い

。

…

…

こ

こ

に
い

う

「

真
氏
」

と

は
真

徳
秀
の

こ

と
で

あ

り
、

そ
の

著
作

『

四

書
集
編
』

二

十
六

巻
の

こ

と

を
言
っ

て

い

る
。

『

四

書
集
編
』

は

『

四

庫
全

書
』

に

著
録
さ
れ
て

い

る
が

、

「

四

庫
提

要
」

の

指
摘

に

拠
れ

ば
、

『

大
学
』

『

中

庸
』

は

徳

秀
の

手
定
に

よ

る

も
の

で

あ

る
が

、

『

論
語
』

『

孟
子
』

は

全
て

劉
承

（

樸
谿
）

が

真
徳
秀
の

遺

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
れ　

著
か

ら

補
輯
し

た

も

の

で

あ
る

と

言
う

。

ま

た
、

顧

炎
武
が

真
徳

秀
に

な
ら
っ

て

『

附
録
』

を

作
成
し

た

と

言
う
祝
氏

と

は

祝
洙
（

字

は

宗
道

・

安
道

、

建

安
の

人
、

宝

祐
年

間
の

進
士
）

の

こ

と

で

あ

り
、

『

附
録
』

と

は

『

四

書
集
註

附
録
』

の

こ

と

で

あ
る

が
、

こ

の

　
　
　

　
　
　

　
が

ソ

書
は

現
存
し

な
い

。

な
お

、

蔡
氏
の

『

四

書

集
疏
』

に

つ

い

て

は

既
述

し

た
。

顧

炎
武
が

趙

順
孫
『

四

書
纂
疏
』

の

次
に

取
り

あ
げ

る
呉
氏

と
は

呉

真
子

（

号

は

克
斎
）

の

こ

と

で

あ

る
。

呉
真
子
の

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
ゐ

　

『

四

書
集
成
』

は

現
存
し

な
い

可
能

性
が

高
い

が
、

こ

の

書
は

倪

士

毅
の

『

四

書
輯
釈
』

と

と

も
に

『

四

書

集
註
大

全
』

が

藍
本
と

　
　
　

　
　
　
ハ
が　

し

た

も

の

で

あ

る
。

　
さ

ら

に
、

顧
炎
武
の

記

す
と
こ

ろ
に

拠
れ
ば

、

『

四

書
纂
疏
』

と

『

四

書
集
成
』

に

つ

い

て
、

是

非
を
あ
げ
つ

ら
う
者
は

注
釈
の

氾

　
　
　

　
　
　

ハ
リソ

濫
す
る
の

を

憂
え
、

そ

こ

で

陳
氏

は

『

四

書
発
明
』

を

作
成
し
、

胡
氏
は

『

四

書
通
』

を

作
成
し

た

と

い

う
。

陳
氏

と

は

陳
擽
（

字

は

寿

翁
、

号
は

定
宇
、

休
寧
の

人
、

　一

二

五

二

〜

＝

壬
二

四
）

の

こ

と

で

あ

り、

胡
氏

と

は

胡

炳
文
（

字
は

仲
虎

、

号
は

雲
峰

、

婆

源
の

人
、

一

二

五

〇

〜
一

三
三

三
〉

の

こ

と

で

あ

る
。

『

四

書
発

明
』

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ハ
の　

自
体
は

佚
書
の

よ

う

で

あ

る

が
、

『

四

書
通
』

は

『

通

志
堂

経
解
』

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　へ
　　

に

入

り
、

『

四

庫
全

書
』

に

も

著
録
さ

れ
て

い

る
。

そ

し

て
、

こ

の

『

四

書
発
明
』

と

『

四

書
通
』

の

二

書
を

陳
櫟
の

門
人
の

倪
士

毅
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（

字
は

仲
宏
、

号
は

道

川
、

歙

県
あ

る

い

は

休

寧
の

人
）

が

合
わ

せ

て
一

書
と

し

た

の

が

『

四

書
輯
釈
』

で

あ
る

と

い

う
。

但
し

、

『

四

書
輯
釈
』

の

成
立

を

め

ぐ
っ

て

は

色
々

と

複
雑
な

経
緯
が

あ

　
　

　

　
　

　
　
の　

っ

た

よ

う
で

あ
る

。

　
と

こ

ろ
で

、

『

四

書
発
明
』

は

現
存

せ

ず
、

そ
の

引
用

書
の

詳

細

は

未
詳
で

あ
る
が

、

『

四

書
通
』

の

方

は

現
存
し
て

お

り
、

そ
の

巻

頭
の

「

四

書
通

引
用
姓
氏

書
目

」

を

見
る

と
、

朱

熹
と

そ

の

後
学

十
三

家
に

趙
順

孫
を
加
え

て
、

「

以
上

並

依
『

纂
疏
』

『

集
成
』

引

　
　

　

　
　

　

　
　
　
ねソ

用
」

と

記

さ
れ

て

い

る
。

一

方
、

両
書

を
集
成
し

た
と

さ
れ

る
『

四

書

輯
釈
』

に

つ

い

て

は
、

倪
士

毅
は

そ
の

編
纂

意
図

に

基
づ

き
当

初
は

『

重
編
四

書
発

明
』

の

書

名
で

出

版
す
る
つ

も
り

で

あ
っ

た

と

さ
れ
、

内
容
的
に

は

『

四

書

発
明
』

に

『

四

書
通
』

の

内
容
を

増
補
し

た

も
の

に

な
っ

て

い

る
。

『

四

書
輯
釈
』

の

「

四

書

集
釈
大

成

引
用

姓

氏

書
目

」

に

は
、

朱

熹
と

そ
の

後
学

十
三

家
に

趙
順
孫

を

加
え

た

学
者
の

著
作
に

つ

い

て

は
、

「

以
上

依
『

纂
疏
』

『

集
成
』

引
用
」

と

あ
り

、

こ

れ

は

基
本
的
に

『

四

書
通
』

の

引

用

書
目

に

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ハ
リソ

よ
っ

て

い

る
と

考
え

ら

れ
る

。

　

『

四

書
集
註

大
全
』

は
、

主
と
し

て

『

四

書
集
成
』

と

『

四

書

輯
釈
』

に

基
づ

い

て

い

る

こ

と
か

ら

す

る

と
、

該

書
に

引

用

す
る

朱

熹
と

そ
の

後

学

十
三

家
の

学
説
の

少

な
か

ら
ぬ

部
分
が
、

そ

の

淵
源
を

た

ど
っ

て

行

く
と

、

趙

順
孫
の

『

四

書

纂
疏
』

に

由

来
す

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
へ
お　

る
こ

と

が

わ

か

る
の

で

あ

る
。

　
『

四

書
纂
疏
』

に

無
い

資

料
は

、

呉
真
子

の

『

四

書
集
成
』

所
収
の

も
の

か
、

あ

る

い

は

『

四

書
輯

釈
』

が

基
づ

い

た

『

四

書
発

明
』

所
収
の

も
の
、

さ

ら

に

は
、

「

凡

例
」

に

「

凡

諸
家
語
録
文

集
内
有
発
明
経
註
、

而
『

集
成
』

『

輯
釈
』

遺
漏
者

、

今
悉

増
入

。

」

と

言
う
と

お

り
、

干
の

増
補
が

あ
っ

た
の

か

も
し

れ

な
い

。

『

大
全
』

纂

修
時

に

若

　
　

　
四

　
『

四

書
纂
疏
』

所
引
「

朱
子

語

録
」

の

資
料
価
値

　
繰
り

返

し

述
べ

て

き
た

よ

う

に
、

『

四

書
纂
疏
』

に

は

朱
熹
の

著

作
や
語
録
に

加

え
、

朱
熹
後
学
の

佚
文

も

大
量

に

残
さ

れ

て

い

る
。

と
は

い

え
、

引
用
資
料

の

最
も

多
く
を

占
め

る

の

は

朱
熹
の

「

語

録
」

で

あ
る

。

恐

ら

く
、

こ

れ
は
『

四

書

纂
疏
』

だ

け
で

は

な
く
、

同
時

期
の

「

四

書
」

注

釈
の

集
成
書
は

、

ほ

ぼ

同
様
で

あ
つ

た

と

思
わ

れ

る
。

そ

こ

で
、

他
の

文

献
に
つ

い

て

は

ひ

と

ま

ず
措
き
、

こ

こ

で

は

「

朱
子

語

録
」

の

問

題
に

限

定
し

て

基

礎
的

な
考
察
を

行
っ

て

み

た
い

。

　
と

こ

ろ

で
、

『

朱
子

語
類
』

の

通
行
本
で

あ
る

黎
靖
徳
が

編

纂
し

た
『

朱
子

語

類
大

全
』

百

四

十

巻
は

、

咸
淳
六

年
（

一

二

七

〇
）

に

完

成
し

て

お

り
、

『

四

書
纂

疏
』

の

う

ち

『

大

学
纂
疏
』

『

中

庸

纂
疏
』

は

宝

祐
四

年
（
一

二

五

六
）

頃
に

は

完
成
し

て

い

る
こ

と

か
ら

し

て
、

『

大

学
纂

疏
』

『

中
庸
纂

疏
』

編
纂
の

際
に

、

趙
順

孫

は

『

朱
子

語

類
大

全
』

を

見

て

お

ら
ず
、

そ
れ

以
外
の

「

語

録
」

「

語
類
」

を

使
っ

た

こ

と

は

明

ら
か

で

あ
る

。

一

方
、

『

論

語

纂
疏
』

『

孟
子

纂
疏
』

が

完
成
し

た
の

が
、

咸

淳
三

年
（
一

二

六

七
）

以

前
で

あ
る

と

す
れ

ば
、

そ

の

編

纂
の

際
に

は
、

や
は

り

『

朱
子

語

類
大
全
』

を

見
て

い

な
い

は

ず
で

あ
る

。

な
お

、

黎
靖
徳
が

『

朱

子

語
類
大
全
』

を

刊
行
す

る

に

至

る

ま
で

の

各
種

「

朱
子

語

録
」

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　へ
　　

「

語

類
」

を
一

覧
に

す
る

と
次
の

よ

う
に

な
る

。
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『

池

録
』

　
四
三

巻
、

李
貫
之

、

一

二
一

五

年
、

池
州

刊

行

『

蜀

類
』

｝

四

〇
巻

、

黄
士

毅
、

一

二

二

〇

年、

眉

州
刊
行

『

饒
録
』

　
四
六

巻
、

李
性
伝

、

一

二

三

八

年
、

饒
州

刊

行

『

婆

録
』

二

〇

巻
、

王

秘、

一

二

四

八

〜
四
九

年
、

婆
州
刊

行

『

饒
後
録
』

二

六

巻
、

蔡
杭、

＝
一

四
九

年、

饒
州

刊
行

『

徽

類
』

→

四

〇

巻
、

張
文

虎
・

洪
勲

、

　一

二

五

二

年
、

徽
州

刊
行

『

徽
続
類
』

四

〇
巻

、

王

秘、

一

二

五
二

年、

徽
州

刊
行

『

建

別
録
』

不

明

（
二

冊
）

、

呉
堅
、

一

二

六

五

年
、

建

寧
府
刊

行
『

語

類
大

全
』

一

四

〇
巻
、

黎

靖
徳

、

一

二

七

〇

年、

建

昌
府

刊
行

　

以
下
に
、

管
見
に

及
ん

だ
限

り

で
、

趙
順
孫

が
、

『

朱
子

語
類
大

全
』

未

収
の

「

語

録
」

を

載
録
し

て

い

る

と

思

わ

れ

る

事
例
に

つ

い

て

幾
つ

か

指
摘
し

た
い

と

思

う
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
おり

　

ま
ず
は

、

既

に

石

立

善
氏

も
紹

介
し

て

い

る

も
の

だ

が
、

朱
熹

の

末
子

で

あ
る

朱
在
（

字
は

叔
敬
・

敬
之
、

号
は

立

紀
、

　一
一

六

九

〜
一

二

三

九
）

が

記
録

し

た

『

過
庭
所

聞
』

が

『

論
語

纂
疏
』

（

一

四
一

頁
上
）

に
　

条
引
か

れ
て

い

る
の

が

目
を

引

く
。

ま

た
、

黎
靖

徳
の

「

朱
子

語
類
巻

目
」

に

附
録
さ
れ

る

「

考
訂
」

に

は
、

「

今

観
廖
徳
明

録

中、

猶

有
『

答
符
舜
功
書
』

一

条
…

…

今
皆
削

。

」

と

い

う

指
摘
が

あ

る
が
、

『

大

学
纂

疏
』

（

］

○
頁
上
）

に

「

語
録

日

〜
」

と

し

て

引
か

れ
る
、

「

敬

之
一

字
、

乃

聖

学
始
終
之
要

、

未

知

者
非
敬
無
以

知
、

已

知

者

非
敬

無

以

守
。

」

と
い

う
文
が

ま

さ

に
、

『

晦

庵
先
生
朱
文

公

文
集
』

巻
五

十
五

「

答
符
舜
功
（

叙
）

」

の

「

嘗

謂、

敬
之
一

字
、

乃

聖
学
始

終

之

要
、

未
知

者
非

敬
無
以

知
、

己

知

者
非
敬
無
以

守
。

」

と
一

致

す
る

。

こ

れ

は
、

元

来
「

池
録
」

に

あ
っ

て

『

朱
子
語

類
大

全
』

編
纂
の

際
に

黎
靖

徳
が

削

除
し

た

文

章
で

あ
る

か

も
し

れ

な
い
。

そ

う
す
る

と
、

趙

順
孫
が

見
た

「

語

録
」

に

は

こ

の

書

簡
が

ま

だ

収

録
さ
れ
て

い

た
こ

と

に

な
る

。

さ

ら

に
、

『

大

学

纂
疏
』

（

三

七

頁
下
）

に

「

沈

憫
録
日

、

『

将
那

虚

仮
之

善
、

来
蓋

覆
真
実
之

悪
。

』

」

と

い

う
引
用
が

あ
る

が
、

こ

れ

は
、

『

朱
子

語

類

大

全
』

巻

十
六

　
「

大

学
三
・

伝
六

章

釈
誠

意
」

　

　
　
　
　
おソ

（

五
二

九

頁
）

に

見
ら
れ

る

「

語
録
」

の
一

部
と

ほ

ぼ

同
文

で

あ

る
。

『

朱
子

語
類
大

全
』

で

も

記

録
者
は
「

燗
」

と

あ
る
の

で
、

沈

憫
の

記
録
し

た

「

朱
子

語

録
」

で

あ
る

こ

と

が
わ
か

る
。

た

だ
、

『

四

書
纂
疏
』

に
「

朱
子

語

録
」

を
引
用

す
る

際
に

は
、

「

語

録
日

」

と

あ
る
の

が

普
通

で
、

こ

の

よ

う

に

記

録
者
の

名
前
を

出
す
こ

と

は

な
い

。

そ

う

す

る

と
、

こ

の

事
例

は
、

あ
る
い

は
趙

順
孫
の

見

た

古
本
「

朱
子

語

録
」

と

何
ら

か

の

関

係
が

あ
る

の

か

も
し

れ
な

い
。

　
一

方
、

『

朱
子

語
類
大

全
』

に
は

全

く
見
ら

れ

な
い

「

朱
子

語
録
」

の

佚
文

も
若
干

な
が

ら

あ

る
。

例

え

ば
、

『

大

学
纂
疏
』

「

誠
知
先

其
本
〜
而

至

於

道
也

不
遠
矣
」

（

一

四

頁
下
）

に

附
せ

ら

れ

た

「

言

知
功

夫
先

後
次
第

、

則
進
為
有
序
、

不

忽
近

務
遠

、

処

下

窺
高、

而

其
入
道
為

不

遠

矣
、

所

謂
至

道
之

近

也
。

」

は
、

同

じ

文
章
が
『

四

書

集
註

大
全
』

に

も
「

朱
子

日

〜
」

と

し

て

孫
引
き
さ

れ
て

い

る

が
、

こ

れ

は
、

『

四

書
纂
疏
』

に

残
っ

た

「

朱
子

語

録
」

の

佚
文
で

あ
る
と

思

わ

れ

る
。

同
じ

く

『

大
学
纂
疏
』

「

嘗
以

整

斎
厳
肅
言
之
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矣
」

（

九

頁

下
）

に

附
せ

ら

れ

た

「

整
斎
厳
肅

、

是
切
至
工

夫
説
与

人
。

」

は
、

『

四

書
纂

疏
』

の

引
用
書
目

に

も

書
名
の

挙
が

る

『

西

山
読

書
記
』

巻

十
九

に
、

「

朱
子

日
、

『

伊
川

整
斎
厳

肅
一

段
、

是

切
至

工

夫
説
与

人
。

』

」

と

あ

る

の

で
、

「

朱
子

語
録
」

の

佚
文
で

あ
る

可

能
性
が

高
い

と

考
え
て

よ
い

で

あ

ろ
う

。

そ
の

他
、

『

大
学

纂
疏
』

「

然

其
本
体
之

明
則
有
未

嘗
息

者
」

（

七

頁

下
）

の

条
に

引

か

れ

る
、

「

此

是
本

領、

不

可

不

如

此

説

破
。

」

と
い

う
語

な
ゼ

が

そ

う
で

あ

る
が

、

「

朱
子

語
録
」

の

佚
文

で

あ

る

可
能
性
が

あ
っ

て

も
、

断
片
的
な

「

語

録
」

の

場
合
は

、

果
た

し

て

本
当
に

佚
文

で

あ
る
の

か

ど

う

か

判
断
し

か

ね

る

も
の

も
少
な
く

な
い

。

　

と

こ

ろ

で
、

別

な

文
献
の

事

例
で

は

あ
る

が
、

黄
震
（

字
は

東

発
、

号
は

文

潔
、

慈

渓
の

人
、

宝

祐
四

年
・

一

二

五

六

年

進
士
、

一

二

＝
二

〜

八

〇
）

が

編

纂
し

た

『

黄
氏

日

抄
』

九

十
七

巻
は
、

宋
代
の

学
者
の

「

著
作
」

「

語

録
」

の

佚
文
を

多
く

保

存
し

て

い

る

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
ぴソ

こ

と

で

知

ら

れ

る

が
、

該

書
に

は

「

朱
子

語
録
」

の

引

用

も
か

な

り

見

ら

れ

る
。

例

え

ば
、

巻
三

十
八

「

読
本

朝
諸
儒
理

学
書
六
・

晦
庵
先
生

語

類
二
」

「

大

学
」

に

引
く

「

知
止

是
識
得
理

之

所

在
、

定

是

有
倚
靠
、

静
是
不

動
、

揺
安
則

純
熟
矣

。

由
是
発

於

思
慮

、

則
無
不

得
。

」

は

『

朱

子
語
類
大
全
』

に

は

見

ら

れ
ず
、

「

朱
子

語

録
」

の

佚
文
の

可

能
性

は

高
い

と

思

わ

れ
る

。

し

か

し
、

巻
三

十

七
「

読
本
朝
諸
儒
理

学

書
五

・

晦
庵
語
類
一
」

「

大
学
」

に

引
く
「

謝

氏

常

惺
惺
之

説
、

仏

氏

亦
有
此

語
。

」

は
、

『

朱
子

語
類
大
全
』

で

は
、

巻
十
七

「

大
学
四
・

或
問

上
」

に
、

「

或
問

、

『

謝

翻
嚠

之

説
、

仏

氏

亦

有
此

語
。

』

日
、

『

其

喚

醒
此
心

則
同

、

而

其
為
道

則
異

。

吾

儒
喚
醒

此

心
、

欲

他

照
管
許

多
道
理

。

仏
氏

則
空
喚
醒

在
此

、

無

所
作
為

、

其

異

処

在
此

。

』

（

燗）
」

（

五

七

三

頁
）

と

あ

る
。

従
っ

て
、

問
い

の

み

を
引
用
し

て

朱
子
の

「

語
録
」

と

す
る

の

は

不

正

確
で

あ
る
。

こ

の

事
例
の

よ

う
に

、

断
片
的

な
引
用
の

場
合

、

門
人
の

「

問
」

を

勘
違
い

し

て

朱
熹
の

「

語
録
」

と

し

て

い

る

可

能
性
も

捨
て

き
れ

な
い

。

　
と

も
あ
れ
、

趙

順
孫
が

『

朱
子

語
類
大
全
』

以

外
の

朱
熹
の

「

語

録
」

を

見
て

い

る

こ

と

は

ほ

ぼ

確
実
で

あ
る
と

言
っ

て

よ
い

。

で

は
、

彼
は
ど

う
い

っ

た
「

語

録
」

「

語

類
」

を
見

た
の

で

あ

ろ

う

か
。

残

念
な
が

ら
、

こ

の

点
に
つ

い

て

は

今
の

と
こ

ろ
詳
細
は

よ

く

わ

か
ら

な
い

。

し

か

し

な
が

ら
、

『

四

書
纂
疏
』

を

見

る

と
、

『

大

学

纂
疏
』

の

構

成
が
「

読
大
学
章
句
綱

領
」

「

大

学
章
句
序
」

〜
、

『

中

庸

纂
疏
』

も
「

読
大
学
章

句
綱
領
」

「

中
庸
章
句

序
」

〜
、

『

論
語

纂

疏
』

『

孟

子

纂

疏
』

は

「

読

論
孟

集

註
綱

領
」

、

「

読

論
語

孟

子

法
」

と
い

う
か

た

ち
に

な
っ

て

い

る

こ

と

か

ら
す
る

と
、

趙

順
孫

は

黄
士

毅
が

始
め

た
「

語

類
」

の

分
類
形
式

を

踏
襲
し

て

い

る

可

能
性
が

高
い

。

そ

う
考
え

る

と
、

少

な
く

と

も
『

蜀
類
』

あ
る
い

は

『

徽
類
』

を

見
て

い

る

と
判
断

し

て

よ

い

の

で

は

あ
る

ま

い

か
。

　
　
　
五

　
『

四

書
纂
疏
』

所
引
「

朱
子

語
録
」

の

特
徴
に
つ

い

　
　
　

　
　
て

　
最
後
に

、

『

四

書
纂
疏
』

所
引
の

「

朱
子

語

録
」

の

特
徴
と
し

て

気
付
い

た

点
を
幾
つ

か

指
摘
し

て

お

く
。

　
特

微
の
一

つ

と

し

て
、

『

朱
子

語

類
大
全
』

に

小

字
注
と

し
て

載

録
さ

れ
て

い

る

文

章

を

引
用

す
る

事
例
が

か

な

り

あ
る

点
が

ま
ず

注
目

さ

れ

る
。

例
え

ば
、

『

中

庸
纂
疏
』

「

是
以
或
危
殆
而

不
安
」
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（

五

七

頁
上
）

に

附
せ

ら

れ

た
「

語

録
」

に
、

「

危

者
、

欲
陥
而
未

陥
之

辞
。

」

と
い

う

短
い

言

葉
が

あ

る

が
、

こ

れ
は

『

朱
子

語
類
大

全
』

で

は

巻
七

十
人

　
「

尚
書
→

・

大

禹
謨
」

の

「

人

欲
也

未
便
是

不

好
。

謂
之

危
者

、

危
険

、

欲
墮

未
墮
之

間
、

若
無
道
心

以

御
之

，

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ハ
の　

則
一

向

入

於
邪
悪

、

又

不
止

於
危
也
。

」

に

附
せ

ら
れ

た

小

字
注

、

「

方

子
録
云

、

『

危
者

、

欲
陥
而

未
陥
之

辞
。

子

静
説

得
是

。

』
」

（
二

六

六

四

頁
）

と
］

致
す
る

。

ま

た
、

『

中

庸
纂
疏
』

「

子

路

好
勇
〜

所

以
為
強
也
」

（

八

三

頁
上
）

に

附
せ

ら

れ

た

「

語
録
」

に
、

「

如

和

便
有
流
、

若
是
中
便
自
不

倚
、

何
必

又

説
不

倚
。

後

思

之
、

柔

弱

底

中
立

、

則

必

欹
倒
、

若

能
中

立

而

不

倚、

方
見

硬

健

処
。

」

と

あ

る

が
、

こ

れ

は

『

朱
子

語
類
大
全
』

巻
六

十
三

「

中
庸
二
・

第
十
章
」

（

二

〇
六

五

頁
）

に

は

次
の

よ

う

に

記

録
さ

れ

る
。

括
弧

の

中
が

小

字
注
で

あ
る

。

な
お

、

傍
線
部
は
、

『

中
庸
纂
疏
』

所
引

の

「

語
録
」

と

重
な
る

部
分
で

あ
る

。

「

和
而

不

流、

中
立

而

不

倚
。

」

如

和、

便
有
流

。

若
是
中

、

便

自
不

倚
、

何

必

更

説
不

倚
。

後
思
之

、

中
而

不

硬

健
、

便

難
独

立
、

解
倒
了

。

若
中
而

独
立
、

不

有
所
倚、

尤

見

硬
健

処
。

（

本

録
云
、

「

柔
弱
底

中
立

、

硬

健
処

。

」

義
剛

。

）

則
必

欹
倚

。

若
能
中
立

而

不

倚
、

方
見

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　　

因
み

に
、

こ

の

語
録
は
、

い

わ

ゆ

る

「

楠
本

本
」

で

は
、

七

「

訓
門

人
五
」

（

九
一

〇

頁
上
）

に
、

巻
百

十

如

和
、

便
不

流
。

若
是

中
、

便
不

倚、

何
必

更
説

不

倚
。

後
思

之
、

中
而

不

硬
健
、

便
難
独
立
、

解
倒
了

。

若
中
而

独
立

、

有
所
倚

、

尤
見
硬
健

処
。

（

義
剛
）

当

初
説
、

中

立

了
。

又

説
而

不

倚、

思
之
、

柔
弱

底

中
立

、

必

欹
倚

。

若
能
中
立

而

不

倚
、

方
見

人
硬
健
処

。

（

義
剛
）

不則

の

よ

う

に
、

二

条
が

載
録
さ
れ

て

お

り
、

後
者
が

『

朱
子

語

類
大

全
』

に

言
う
「

本
録
」

で

あ

る
こ

と

が

わ

か

る
。

『

四

書
纂
疏
』

所

引
の

「

語

録
」

で

は

両
者
が
一

つ

の

文

章
に

な
っ

て

い

る

の

で

あ

る
。

　
ま

た
、

次
の

『

大
学
纂

疏
』

「

学
者
於
此
〜

以
尽

其

餘
」

（

二

三

頁
下
）

に

附
さ
れ

た

「

語

録
」

は
、

『

朱
子

語

類
大
全
』

巻

十
六

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　　

「

大
学
三
・

伝
三

章
釈
止

於

至

善
」

（
五

〇
七

頁
）

で

は

陳
淳
録
を

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ハ
ね　

採
用

し
、

小
字
注
に

周
謨
録
を
引
用

し

て

い

る
。

「

楠

本
本
」

（

二

〇
八

頁
上
）

は

陳

淳
録
を

引
く
の

み

で

あ

る
。

そ

れ

に

対

し

て
、

『

四

書
纂
疏
』

で

は

陳
淳
録
と
周

謨
録
の

内
容

が

合
わ

さ
っ

て
一

条
に

な
っ

て

い

る
こ

と

が

わ
か

る
。

大
倫
有
五
、

此

言
其
三

、

『

究
其

精
微
之

蘊
』

、

是

就
三

者

裏
面

窮
究
其

蘊。

『

推

類
以

通

其
餘
』

、

是
外

面
推
広
、

如
夫
婦
、

兄

弟
之

類
。

須
是
就
君

仁

臣

敬、

子

孝
父

慈
与
国

人

信
上

推

究
精

微
、

各

無

不
尽

之

理
。

此

章
雖
人

倫
大

目
、

亦
只

挙
得
三

件
。

必

須
就
此

上

推
広
、

所

以

事
上

当

如
何

、

所
以

待

下
又

如

何、

尊

卑
小

大
之
間、

処

之

各
要
如
此

。

（

『

四

書
纂
疏
』

）

周
問

、

「

『

注
』

云
、

『

究
其
精
微
之

蘊、

而

又

推
類
以
通

其

餘
。

』
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何
也

。

」

日
、

「

大

倫

有
五
、

此

言

其
三
、

蓋
不

止

此
。

『

究
其

精
微
之

蘊
』

、

是

就
三

者
裏
面

窮
究

其
薀

。

是
就
外

面

推
広
、

如
夫
婦、

兄
弟
之

類
。

」

『

推
類
以

通

其

餘
』

、

（

淳
。

謨
録
云
、

「

須

是
就
君

仁

臣
敬

、

子

孝
父

慈
与

国
人
信
上

推

究
精
微

、

各
無

不

尽

之

理
。

此

章

雖
人
倫
大
目
、

亦

只

挙
得

三

件
。

必

須
就
此

上

推
広

所
以
事
上

当

如
何

、

所
以
待

下

又
如

何
。

尊

卑
小

大
之

間
、

処

之

各
要

如
此

。

L

）

（

『

朱
子
語
類
大

全
』
）

　
一

方、

次
の

甲
、

乙
、

丙
に
つ

い

て

は
、

『

大
学
纂
疏
』

が
三

箇

所
（

五

頁

上
、

五

頁

上
、

九

頁
上
）

に

分
け
て

引
用

し

て

い

る

が
、

『

朱
子

語
類
大
全
』

巻
七

「

学
一

・

小

学
」

（
二

七

〇

頁
）

で

は
一

条
に

な
っ

て

い

る
。

「

楠
本

本
」

（
九

三

頁

下
）

は

文

字
と

小
字
注

に
わ

ず
か

な

相
違
が

見

ら

れ

る
が

、

『

朱
子

語

類

大
全
』

と
ほ
ぼ

同

文
で

あ
る

。

【

甲
】

只

是
一

箇
事

。

小

学
是
学
事
親
、

学
事
長

、

大
学
便

就

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ガリ

上

面

講
究

委
曲
、

其
所
以

事
親
是
如

何、

事
長
是
如
何

。

【

乙
】

古
人

於

小
学

存
養
已

自
熟
了

、

根

基

巳

深

厚
了

、

到
大

学
、

只

就
上

点

化
出

些
精
彩

。

【

丙
】

小

学
而

今

都
蹉

過

了
、

不

能
更
轉

去

做
得

、

只

拠
而

今

地

頭

便

剳
住
、

立

定

脚
跟
做
去

、

栽
種
後

来

根
株

、

補
填
前
日

欠

闕
。

如
二

十
歳

覚
悟

、

便
従
二

十

歳
立

定

脚
跟

做
去

。

如
三

十

歳
覚

悟
、

便
従
三

十
歳
立

定
脚
跟

做
去

。

便
年
八

九

十
歳

覚

悟
、

亦
当

拠

現
定
剳
住
硬

寨
做
出

。

問、

「

大

学
与
小

学
、

不

是
截
然
為
二

。

是
窮
其
理

、

以
尽

其
事
否

。

」

日
、

小

学
是
学
其

事
、

大

学

「

只

是
一

箇
事

。

小

学
是

学

事
親

、

学

事
長

、

且

直
理

会

那
事

。

大

学
是
就

上

面
委
曲
詳

究

那
理

、

其

所
以
事
親
是
如
何
、

所

以
事

長
是
如

何
。

古
人

於
小

学
存
養
已

熟、

根
基
已

深

厚、

到

大

学、

只

就
上

面
点

化
出
些

糊
矧

。

古
人
自
能

食
能

言、

便
已

教
了

、

一

歳
有
一

歳
工

夫
。

到
二

十
時
、

聖

人
資
質

已

自

有
十

分
。

（

寓
作
「

三

分
」

。

）

大

学
只

出

治
光
彩

。

今
都
蹉

過、

不

能
轉
去

做、

只

拠
而

今
当
地

頭
立

定

脚
做
去
、

補
填
前
日

欠
闕

、

栽
種
後
来
合
做
底

。

（

寓
作

「

根
株
」

。

）

如
二

十
歳
覚
悟

、

便

従
二

十
歳
立

定
脚
力

做
去

。

三

十
歳

覚
悟

、

便

従
三

十
歳
立

定

脚
力
做
去
。

覚
悟、

也

当
拠

見

定
剳
住
硬
寨
做
去

。

（

淳
。

　
縱
待
八

九

十
歳

寓
同

。

）

」

『

朱
子

語

類
大
全
』

は

陳
淳
録
を
採

用
し

て

い

る

が
、

小

字
注
に

　
　

　
　
　

ハ
もり

よ
っ

て
、

徐
寓
に

も

同
じ

記
録
が

あ
っ

た

こ

と

が

わ

か

る
。

さ
ら

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ぶ　

に、

元
の

張
光
祖
撰
『

言

行
亀
鑑
』

巻
一

「

学
問
門
」

に
、

晦
庵

先
生

朱

熹
字
仲
晦
日

「

今
人
不
曾

做
得
小

学
工

夫
、

一

旦

学
大

学、

是

以
無
下
手
処

、

今
且

当
自
持

敬
始

、

只

拠
而

今
地

頭
便
立

定
脚

跟
做
去
、

栽
種

後
来
根
株
、

補
填
前
日

欠
闕

。

如

二

十

歳
覚
悟

、

便
従
二

十

歳
立

定

脚
跟

做
去

。

三

十
歳
覚

悟、

便
従
三

十
歳
立
定

脚
跟
做
去

。

便
年
八

九

十
歳
覚

悟、

亦

当
拠

定
見
立

定
硬
寨
做
去

。

」

と
い

う
引
用
が

あ
る

が
、

こ

れ

は

徐
寓
録
に

よ

る

も
の

か

も

し

れ
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な
い

。

管
見

に

よ
る

限

り
、

陳
淳

録
と

徐

寓
録
と

の

扱
い

を

め

ぐ

っ

て

は
、

『

朱
子

語
類
大
全
』

と

『

四

書
纂
疏
』

が

同
じ

内

容
の

語

録
を
記
録
す
る

場
合
に
つ

い

て

は
、

『

朱
子

語
類
大
全
』

は

ほ

ぼ

陳

淳
録
を
採
用
す
る
の

に

対
し

て
、

『

四

書
纂
疏
』

は

徐
寓
録
を

採
用

し

て

い

る

点

も
特
徴
と

し

て

指
摘
で

き

よ

う
。

右
の

事
例
で

も、

『

朱
子

語
類
大
全
』

の

「

栽
種

後
来

合
做
底
」

の

箇
所
に

「

寓
作

『

根
株
』
」

と
注

し

て

い

る
の

に

対

し
、

『

四

書
纂
疏
』

に

引
く

語

録
の

該

当
箇

所
が

「

栽
種

後
来

根
株
」

と

な
っ

て

い

る

こ

と
か

ら

し

て
、

趙
順

孫
は

徐
寓
録
に

拠
っ

て

い

る

と

考
え

て

よ

か

ろ
う

。

同

様
に

、

次
の

資
料
で

も
、

『

朱
子

語

類
大
全
』

の

「

確
定
」

の

注

に

「

徐

録
作

『

堅

確
』
」

と

言
っ

て

い

る
が

、

『

四

書
纂
疏
』

に

引

用

す
る

「

語

録
」

は

「

堅

確
」

に

な
っ

て

い

る
。

問、

知
至

而
後

意
誠

、

何
也

。

日
、

此
誠

字
、

志
、

樸
実
去

做
工

夫
。

而
此
云

格
物
窮
理

、

立

誠
意

以
格
之

、

説
較
浅
、

未
説

到
深
処

、

只

是
堅

確
其

（

『

四

書
纂
疏
』

三

〇
頁
下
）

問
、

「

立

誠

意
以
格
之
」

。

日
、

「

此

『

誠
』

字
説

較
浅

、

未

説

到
深
処

、

只

是

確

定

（

徐
録
作
「

堅
確
」
）

其
志
、

樸
実
去

做
工

夫
、

如

胡
氏

『

立

志
以

定
其
本
』

、

便

是
此

意
。

（

淳
。

寓
同

。

ご

（

『

朱
子

語

類
大

全
』

巻

十
八
「

大
学
五

・

或
問

下
」

六
一

〇

頁
）

　
『

朱
子

語

類
大
全
』

が

陳
淳
録
を

採
用
す
る
こ

と
が

多
い

の

は
、

黎

靖
徳
の

陳
淳
に

対

す

る

評
価
が

反
映
さ
れ

て

い

る

可

能
性
が

高

い

で
あ

ろ
う

。

　一

方
、

『

四

書
纂
疏
』

が

徐
寓
録

を

採

用
す
る
理

由

に
つ

い

て

は
、

恐
ら

く
、

趙

順
孫
が

基
づ

い

た

「

朱
子
語
録
」

と

の

関

係

に

よ
る
も

の

で

あ

ろ

う
。

但
し
、

『

朱
子

語

類
大

全
』

は

陳

淳

録

を

重
視
し

て

い

る
よ
う

に

思

わ

れ

る
が
、

次
の

資
料
を

見
る

と
、

『

大

学
纂

疏
』

（一一

＝

頁

下
）

と

「

楠
本
本
」

（
二

六
→

頁
上
）

　

　
　
　
が　

ほ

か

諸
本
に

あ
る

「

不

可

道
未
知
之

前
、

便
不
必

如
此

。

」

の

語
を

『

朱
子

語
類
大
全
』

巻

十
八

「

大
学
五
・

或
問
下
」

（
六
一

四

頁
）

で

は

欠
い

て

い

る
。

黎
靖
徳
が

意
図
的
に

削
除
し

た

と

も
思

え

ず
、

な

ぜ
こ

の

語
を
欠

く
の

は

よ

く
わ
か

ら

な
い

。

間
、

前
、

又

差
了

。

是
既
知
後

、

便
如
此
養
否

。

日
、

此
不

分
先
後

。

未
知
之

若

不

養
之

、

此

知
如
何
発

得
。

既
知
之

後、

若
不

養
、

則

不
可

道
未

知
之

前
、

便

不

必

如
此

。

（
『

四

書
纂

疏
』
）

楊
子

順
問

、

「

『

養
知

莫
過

於
寡

欲
』

、

是

既
知

後、

便
如
此

養

否
。

」

日
、

「

此
不

分
先
後

。

未
知

之

前
、

若
不

養
之

、

此

知
如

何
発

得
。

既
知

之

後
、

若
不
養、

則

又

差
了

。

（

淳
。

寓
同

。

）

」

（

『

朱
子

語

類
大
全
』
）

　

『

四

書
纂
疏
』

に

は
、

ご

く
短

い

断
片

的
な
語

も
含
め
て

「

語

録
日
」

と

す
る

引

用
が

二

千
以
上

も

あ
る

。

し

か

し

な
が

ら
、

「

語

録
日

」

と

指
摘
す
る
の

が
、

『

晦
庵
先
生

朱
文

公

文

集
』

の

文

章
で

あ
る

場

合

も
少
な
く
な
い

。

例
え

ば
、

『

中
庸
纂

疏
』

「

或
問

、

民

鮮
能
久

〜

益

明

白
矣
」

（
七

八

頁
上
）

に
、

語
録
日

、

縁
下
文
有

『

不

能

期
月

守
』

之

説、

故
説

者
皆

以
為
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久
於

其
道
之
久

。

細

考
両

章
、

相
去

甚
遠
、

自
不

相

蒙
、

亦
只

合

依
論
語
説

、

蓋

其
下
文

正

説
道
之

不

明

不
行

、

解
能
知
味

、

正

与
程
子

意
合
也

。

と

あ

る
が

、

こ

れ
は

、

『

晦
庵
先
生

朱
文
公

文
集
』

巻

四

十
三

「

書

（

知

旧

門

人

問

答
）

」

に

収

め

ら

れ
た

「

答
林
択
之
」

（

一

九

七

八

頁
）

と

同

文

で

あ

る
。

こ

れ

以

外
に

も
、

現
在
の

『

晦
庵
先
生

朱

文

公

文
集
』

中
の

「

書
（

知
旧

門
人

問
答）
」

に

収
め

ら

れ

る

書
簡

を
、

『

四

書
纂
疏
』

が

「

語

録
日

〜
」

と
し

て

引
用
す
る

例
は

少
な

く
な
い

。

さ
ら

に

は
、

『

晦
庵
先
生

朱

文

公

文

集
』

に

収
録
さ

れ
る

「

中
庸
首
章
説
」

（

巻
六

十
七
）

、

「

已

発
未
発
説
」

（

巻
六

十
七
）

等
の

一

部
も

、

『

四

書
纂
疏
』

に

「

語

録
日

〜
」

と

し

て

引
か

れ
て

い

る
。

ま

た
、

『

中
庸
纂
疏
』

巻
三

「

謂

故
学
之

矣
〜
而

尽

乎
道
体

之

細
也
」

（

一

二

八

頁
上
）

に
、

「

語

録
日

〜
」

と

し

て

引
か

れ
る

次
の

文
章
は

、

「

玉

山

講
義
」

（

巻
七

十
四
）

の
一

部
で

あ

る
。

道
之

為

体
、

其
大

無
外

、

其
小

無

内
、

無
一

物
之

不

在
焉

。

故

君
子
之

学
、

既
能

尊
徳
性
以
全
其

大
、

便
須
道
問
学
以
尽

其
小

。

因

み
に

、

「

玉

山

講
義
」

は
、

古
本

「

朱
子
語
録
」

の
一

つ

で

あ
る

『

晦

庵
先
生

語

録
大

綱

領
』

附
録
下
に

「

答

程
哄
問
仁

義
之

説
」

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　ホ
お　

と
い

う
題
で

収

録

さ

れ
て

い

る
。

こ

の

よ

う

に
、

古
本

「

朱
子
語

録
」

の

中
に

は
、

朱
熹
の

書
簡
や
著
作
が

色
々

と

附
録

さ
れ

て

い

て
、

そ

れ

ら
が

「

語
録
」

と

混
同
さ

れ

た

可

能
性
も

あ

る

で

あ
ろ

う
。

勿
論

、

趙

順
孫
が

見

た

「

朱
子

語

録
」

に

は

そ

れ

ら

の

語
が

「

語

録」

と

し

て

載
録
さ
れ
て

い

た

の

か

も

し

れ

な
い

が
、

点
に
つ

い

て

は

よ

く
わ

か

ら

な
い

。

こ

の

　

　

　

お
わ

り

に

　

本

稿
で

は、

紙

数
の

問
題
も
あ
り

、

『

四

書
纂
疏
』

所
引
の

「

朱

子

語

録
」

に
つ

い

て
、

そ

れ

も
ご

く

わ

ず
か

な

事
例
に

基
づ

い

て

検
証

し
て

み
た

。

以

上
に

見
て

き
た
こ

と

に

よ

り
、

趙

順
孫
の

『

四

書
纂
疏
』

に

は
、

『

朱
子

語

類
大
全
』

が

完
成
す
る

以

前
の

「

朱
子

語

録
」

の

文

章
が

賎
さ

れ

て

い

る

可

能
性
が

高
い

こ

と

が

ほ

ぼ

明

ら

か

に

な
っ

た

と

思

わ

れ

る
。

ま

た
、

「

朱
子

語
録
」

の

み

な
ら

ず、

『

四

書
纂
疏
』

を

通

じ

て
、

散

佚
し

た

朱
子

学
文
献
の

内

容
を

窺

う

こ

と

が

可

能
で

あ

り
、

さ

ら
に

は
、

現

存
す
る

朱
子

学
文
献
の

校

勘
資
料
と

し

て

も

様
々

な

価
値
を

有
す
る

と

言
っ

て

よ

い

の

で

は

あ

る

ま
い

か
。

注

（

1
）

『

四

庫
全
書
総

目
提

要
』

巻

三

十
七

「

四

書
類
存
目

」

「

重
訂
四

書

　
輯
釈
二

十

巻
」

に、

「

…

…
至

明
永
楽
中
詔
修
『

四

書
大

全
』 、

胡
広

等

　
又

併
士

毅

与
逢
之

書
一

概
竊
拠

、

而

『

輯
釈
』

『

通

義
』

並
隠
矣

。

：・

　
…

」

と

指

摘
す
る

。

同

様
の

指
摘
は、

『

日

知

録
』

巻
十
人

「
四

書
五

　
経
大
全
」

に

も
あ

り、

『

四

書
集
註
大
全
』

の

「
提

要」

も
そ

れ
を

引

　
い

て

い

る
。

（

2
）

陳
淳
の

思

想
と

そ

の

著
作
に

つ

い

て

は
、

佐
藤
仁
氏

『

朱
子

学
の

　
基
本
用

語
　
北

渓
字
義
訳

解
』

（

研
文

出
版
　
一

九
九

六
）

参
照

。

（

3
）

佐
野
公

治
氏

『

四

書
学
史
の

研

究
』

（
創

文
社

　
一

九

八
人
）

第
四
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章
・

三
（
二

三

〇

頁）
、

『

新
集
四

書
註

解
群
書
提

要
附

古
今
四

書
総
目
』

　
　（

華
泰
文

化
事
業
股
吩
有
限
公

司

　
二

〇
〇
〇
）

上

冊
（
一

〇
頁
）

等

　

に

よ
る

。

『

縉
雲
年
鑑

二

〇
一

〇
』

「

古
代
名
人

選
介
」

（

四
一

五

頁）

　

で

は
「
景
炎
二

年
（

一

二

七

七
）

病

故
」

と

あ
る

（
O

冤
H

版
に

よ

る）
。

（
4
）

蓋
公

父

少
傅
魏
公

雷、

師
事
考
亭
門

人

滕
先
生
燐、

授
以

尊
所
聞

　

集。

公

以

得
於

家
庭
者、

溯
求

考
亭
之

原
委、

『

纂
疏
』

所
由
作
也

。

（

5）

翁
方
鋼
撰

『

通

志
堂
経
解
目
録
』

に、

「
何
悼
日
、

『

汲
古
宋
本

。

』
」

　

と

言
う

。

本
稿
に

引
用

す
る

文

章
は、

「

通
志

堂

経
解」

本
を

影

印
し

　

た

『

四

書
纂
疏

　
附
引

得
』

（
台
湾
・

学
海
出

版
社

　
一

九

九
三
）

に

　

よ

る。

（
6

）

影
印
本
（

台
湾
文
史
哲
出
版
社

、

　一

九

八
六
）

が

あ

る
。

（
7

∀

『

四

庫
全
書
』

本、

静
嘉
堂

文

庫

本
に

よ

る
。

『

通

志
堂
経
解
』

本

　

で

は
削

除
し

て
い

る
。

（
8
）

淳
熙

年

間
刊
の

宋
本
『

朱
子

文

集
』

前

集
・

巻
四

に

収
め
る
「
西

　

銘
解
義」

は
、

現
行
本
「

西

銘
解
」

と
文

章
に

大
き

な
異
同
が

見
ら
れ

、

る

が、

趙
順
孫
の

言
う

「

西
銘
解
」

は、

あ

る

い

は

そ
れ
の

こ

と
か

も

　

知

れ
な
い

。

宋
本
『

朱
子

文

集
』

に

つ

い

て

は
、

吉
田

公

平
氏
「
宋
本

　

『

朱

子
文

集
』

に
つ

い

て
」

（

『

東
北
大
学
教
養
部
紀
要
』

第
四

十
五

号

　
　
｝

九

八

六
）

参
照

。

（
9

）

『

経
義
考
』

巻
二

百
十
七

に、
「

黄
氏
（
幹
）

『

論
語

注
義
問
答
通

釈
』

、

　

『

宋
志
』

十

巻、

未
見
（
『

一

斎
書
目
』 、

有
之
）

。

」

と

言
う。

（
10
）
『

経
義
考
』

巻
二

百

十
七

に、

「

輔
氏
（
広
）

『

論
語
答
問
』 、

未
見

。

」

　

と

言

う
。

（
11
）

『

経
義
考
』

巻
二

百
三

十
四

に
、

「
輔
氏

（

広
）

『

孟

子

答
問
』 、

未

　

見
。

」

と

言
う

。

〔

12
）

佐
藤
氏

前
掲
書
「

解
題
」

、

井
上
進

氏
「

『

北
渓
字

義
』

版
本
考」
（
『

東

　

方
学
』

第
八

〇
輯
　
一

九
九

〇
）

参

照
。

（
13
）

『

経
義
考
』

巻
百
六

十
二

に
、

「
陳
氏

（

淳）

『

中
庸
大
学
講
義
』

一

　

巻、

未
見

。

」

と

言

う
。

（
14
）

『

経
義
考
』

巻
百
六

十
二

に
、

「
陳
氏
（
孔
碩）

『

中
庸
大
学

講
義
』

、

　

未
見

。

」

と

言

う
。

（

15
）
『

日
知
録
』

巻
十

八
「
四

書
五

経

大
全
」

は、

蔡
模
の

『

四

書
集
疏
』

　

に

言

及
す
る

が
、

『

経
義
考
』

巻
二

百
五

十
二

に
は

、

「

蔡
氏
（
模
）

『

四

　

書
集
疏
』

、

未
見

。

」

と

言
う

。

な
お

、

佐

野
氏

前
掲
書
（

二

二

二

頁）

　

に
言

う
『

通
志
堂
経
解
』

本
と
は
、

『

論
語
集
説
』

十
巻

、

（
宋）

蔡
節

　

撰、

の

こ

と
で

あ

り、

『

論
語

集
疏
』

で

は
な
い

。

（

16
）
『

経
義
考
』

巻
百
五

十
六

に
、
「
葉
氏
（
味

道）
『

大
学
講
義
』

一

巻、

　

佚
。

」

と

言
う

。

（

17
）
『

経
義
考
』

巻
二

百

十
八
に
、
「
胡
氏
（
泳
）

『

論

語
衍

説
』 、

未
見

。

」

　

と
言

う
o

（
18
）

『

経
義
考
』

巻
二

百
五

十
二

に
、

「
潘
氏
（

柄）

『

四

書
講
義
』 、

未

　

見
。

」

と
あ

る

書
の

こ

と
か

。

待
考。

（
19V

『

経
義
考
』

巻
二

百
五

十
二

に
、

「
黄
氏
（

士

毅
）

『

四

書
講

義
』 、

　

未

見
。

」

と

あ

る
。

（
20
）

佐
野
氏

前
掲
書
第
四

章
「
四

書
注

釈
書
の

歴

史
」

二
、

「

注
釈
書
の

　

続

成
　
　
集
成
書
に
つ

い

て
」

（

二

二
一

〜
二

五
三

頁）

参
照

。

（
21
）

拙
論
「

『

四

庫
全
書
総
目

提
要
』

「
永
楽
三

大
全
」

の

研

究
」

（

『

福

　

岡

教
育
大

学
紀
要
』

第
一

分

冊
・

文
科
編
五

十
六

号
　
二

〇
〇
七
）

参

　

照。

（
22
）

…

…
其

書
因

元

倪
士

毅

『

四

書
輯
釈
』

稍
加

点
竄

。

顧

炎
武
『

日
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知
録
』

日
、

自
朱
子

作
『

大

学
・

中
庸
章
句
・

或
問
・

論
語
・

孟
子

集

　

註
』

之

後、

黄
氏

有
『

論
語

通
釈
』

。

其
釆

『

語

録
』

附
於

朱
子

『

章

　

句
』

之

下、

則

始
於
真
氏

。

祝

氏
彷
之
、

為
『

附
録
』 。

後
有
蔡
氏
『

四

　

書
集
疏
』 、

趙

氏

『

四

書

纂
疏
』 、

呉

氏

『

四

書
集
成
』 、

論
者
病
其

泛

　

濫。

於
是
陳
氏
作
『

四

書
発
明
』 、

胡
氏

作
『

四

書
通
』 、

而
定

宇
之

門

　

人
倪
氏
【

案
定
宇、

陳
櫟
之

別

号
】

合
二

書
為
一

。

頗
有
刪
正
、

名
日

　
『

四

書
輯
釈
』 。

永

楽
所

纂
『

四

書
大
全
』

、

特
小

有
増
刪。

其
詳
其
簡、

　

或
多
不

如

倪
氏

。

『

大

学
・

中
庸
或
問
』

則
全

不

異、

而

間
有
舛
誤

云

　
云
。

於
是
書
本
末
言
之
悉

矣
。

…
…

（
23
）

「
此

書
惟
『

大
学
』

一

巻、

『

中
庸
』

一

巻
為
徳
秀
所
手

定
。

…
…

　

其
子
志
道
序
亦
惟
称
『

大
学
』

『

中
庸
』

、

而

云

『

論
語
』

『

孟

子
』

集

　

註
雖
已
点

校、

『

集

編
』

則
未
成

。

…

…

是

『

論

語
』

十
巻、

『

孟
子
』

　

十
四

巻、

皆
劉
承
以

徳
秀

遺
書
補
輯
成
之

者
也

。

…
…
」

因
み
に

、

『

大

　

学
集
編
』

『

中
庸
集
編
』

所

収
の

『

朱
子

語

類
』

に
つ

い

て

は、

論

者

　
は

ま
だ

詳
細
な
検
討
が

で

き
て

い

な
い

が
、

佐
野
氏

前
掲
書

（

二

二

六

　

〜
二

二

九

頁）

に
、

既
に

基
礎
的
な

考
察
が

あ

る
。

（

24
）

『

経
義
考
』

巻
二

百
五

十
三

に
、

「

祝
氏
（
洙）

『

四

書
集
註

附
録
』 、

　

未
見

。

」

と

言
う。

（

25
）

『

経
義
考
』

巻
二

百
五

十
二

に

は
、

「
呉
氏
（

真
子
）

『

四

書
集
成
』 、

　

存。

崑
山

徐
氏

含
経
堂
有
之

。

」

と

言

う
が
、

佚
存
に

つ

い

て

は
未

詳。

（
26
）

「
四

書
集
註
大
全

凡

例
」

に
、

「
『

四

書
』

大
書
朱
子

『

集
註
』 、

諸

　

家
之

説

分
行
小

書
。

凡

『

集
成
』

『

輯
釈
』

所
取

諸
儒
之

説

有
相
発

明

　

者、

采
附
其
下

。

其
背
戻

者
、

不

取
。

凡
諸
家
語

録
文

集
内

有
発
明

経

　

註、

而
『

集
成
』

『

輯
釈
』

遺
漏
者、

今
悉

増
入

。

」

と

言
う。

（
27
）

『

四

書
通
』

に

寄
せ

た

鄲
文

原
の

序
文
に

も、

「

『

纂
疏
』

『

集
成
』

　

博
采

諸
儒
之

言、

亡

慮

数
十
百
家、

使
学
者
貿
乱
而

無
所
折
衷、

余
竊

　

病
焉

。

一

と

言
う。

（
28
）

『

経
義
考
』

巻
二

百
五

十
四

に
、

「

陳
氏

櫟、

『

四

書
発

明
』

三

十
八

　

巻、

未
見

。

」

と

言
う

。

（
29
）

『

大
学

通
』

一

巻、

『

中
庸
通
』

三

巻
、

『

論

語
通
』

十
巻、

『

孟

子

　

通
』

十
四

巻
。

『

経

義
考
』

巻
二

百
五

十
四
に

は、

「

胡
氏
（
炳
文
）

『

四

　

書
通
』

二

十
六

巻、

或
作
三

十
四

巻
。

」

と

言
う

。

（
30
）

佐
野
氏

前
掲
書

（
二

三

六

〜

二

四
九

頁
）

参
照。

王

重

民
氏

『

中

　

国

善
本
書

提
要
』

（
上

海
古
籍
出

版
社

　
一

九

八
三
）
「
四

書
輯
釈

大
成

　

三

十
六

巻
」

（

四
一

頁）

は、

『

四

庫
提
要
』

が

『

重
訂
四

書
輯
釈
』

二

　

十

巻
と

し

て

取
り
上

げ
て

い

る
の

は、

王

逢
（

字
は

原

夫
、

号
は

松
塢

、

　

楽
平
の

人
）

の

重
訂

本
で

あ

り
、

四

庫
館
臣
は

そ
の

こ

と

に

気
付
い

て

　

い

な
い

と

指
摘
す
る

。

（
31
）

詳
し

く
は
、

佐
野
氏

前
掲
書
（

二

三
五

頁）

参
照

。

（
32
）

佐
野
氏

前
掲
書
（
二

四
六

〜
二

四
七

頁
）

参

照
。

（
33
）

な

お、

『

四

書
集
註

大
全
』

に

残
る

『

四

書
纂
疏
』

由

来
の

文

章
は

　

か
な

り
の

量
に
の

ぼ
る

が
、

一

例
を
示
せ

ば
、

黄
幹
の

著
作
や
語
録
を

　

引

く
際、

通
例
で

は

「

勉
斎
黄
氏

日

〜
」

と
あ

る
の

が、

単
に
「
黄
氏

　

日

〜」

と

あ
る

場
合、

ま
た
、

陳
淳
の

著
作
や

語
録
を

引
く
場
合
に、

　

通

例
で

は

「

北

渓
陳
氏

日

〜
」

と

あ
る
の

が、

単
に
「
陳
氏

日

〜
」

と

　

あ
る

場
合
な
ど、

そ
こ

に

引
か

れ
た

黄
軼
や

陳
淳
の

言
葉
は

『

四

書
纂

　

疏
』

に

基
づ

く
と

考
え
て

よ
い

で

あ
ろ

う
。

（
34
）

石
立

善
氏

作

成
の

「

南
宋
刊

行
朱
子
語

録
合

集
九

種
一

覧
表
」

（

「
古

　

本

朱
子
語

録
に
つ

い

て

t
『

朱
子

語
類
大
全
』

未
収
語

録
書
三

十
七

　

種
」

『

西

脇
常
記

教
授

退

休
記
念
論
集
　
束
ア

ジ

ア

の

宗
教
と

文

化
』
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二

〇
〇

八

　
所
収）

に

よ
る

。

な

お
、

『

朱
子

語

類
大
全
』

は
じ

め

諸

　
々

の

『

語

類
』

『

語
録
』

の

成
立

背
景
に

つ

い

て

は
、

友

枝
龍
太
郎
氏

　
『

朱
子
の

思
想
研

究
』

（
春

秋
社
　
一

九
七

九
　

改
訂

版）

附
録
一

「
朱

　

子

語
類
の

成
立

　
　
付
・

朱
子

文
集
　
　
」

（

五
〇
三

〜

五

三

七

頁）
、

　

附
録
二

「
朱
子
語

録
類
要
に

つ

い

て
」

（

五

三

九

〜
五

六

二

頁）
、

岡
田

　

武
彦
氏

『

岡
田

武
彦

全
集
一

六

　
朱
子
の

伝

記
と

学
問
』

〔
明
徳
出

版

　

社

　
二

〇

〇
八
）

「
朱
子

語

類
の

成
立

と

そ
の

版
本
」

（
二

二

五

〜
二

六

　
二

頁
）

等
を

参
照

。

因

み
に

、

黎
靖
徳
の

『

朱
子

語
類
大

全
』

編
纂
以

　

前
の

古
本
「

朱
子

語
録
」

の

研

究
は

、

近

年
飛
躍
的
に

進
ん

で
い

る。

　

論
者
は

未
だ

そ

れ
ら

を

精
査
で

き
て

い

は
い

な
い

が
、

石

氏

の

前
掲
論

　
文
、

同
じ

く
「

朝
鮮
古

写
徽
州
本
『

朱
子
語

類
』

に
つ

い

て

　

　
兼
ね

　
て

語

録
体
の

形

成
を

論

ず
る

」

（

『

日

本
中

国
学

会
報
』

第
六

〇
集
　
二

　
〇

〇
八
）

、
「
『

晦
庵
先
生

語

録
大
綱
領
』

攷
　
　
附
録

朱
子
・

范
如
圭
・

　
程

端

蒙
・

李
方

子
の

佚
文
　
　」

（
『

中
国
思

想
史
研

究
』

二

八

号
　
二

　
〇

〇
六
）

、

そ

し

て
、

徐
時

儀
氏

『

《

朱
子

語

類
》

詞
涯

研
究
（
上
）

』

　

第
一

章
「

朱
子

《

語
録
》

与
《

語
類
》

的

伝
本
与

語
料」

（
三

〇
〜
一

　
六

〇
頁
）

（
上

海
古
籍
出
版
社
　
二

〇

＝
二

）

等
を

参
考
に

し

た
。

（
35
）

石

氏

「

古
本
朱
子

語
録
に
つ

い

て
」

参
照

。

石

氏

も
指
摘

す
る
よ

　
う

に
、

『

文

献

通

考
』

巻
百

八

十
四

「

論
語

集
註
」

に

も
見

ら

れ
る。

　
ま

た、

『

経
義
考
』

巻
二

百
十
七

「
論
語

集
註
」

、

王

懋

肱

撰
『

朱
子

年

　
譜
』

淳
熙
四

年
の

条
に

も
引
か

れ
て

い

る。

（

36
）

朱
熹
の

著
作
に
つ

い

て

は
、

『

朱
子
全

書
』

（
上

海
古
籍
出

版
社

　
二

〇
〇
二
）

を
参
照
し
た

。

（

37
）

友
枝
氏
前
掲
書
附
録
一

「
朱
子

語
類
の

成
立

　
　
付
・

朱
子

文
集

　

1」
（
五

＝
ハ

頁）

は
、

黄
震
の

見
た

語

類
が、

「

徽
類
」

「
徽
続

類」

　
で

あ
る

と

指
摘
す
る

。

（
38
）

記
録
者
は
、

「
銖

。

時

挙
録

同
。

」

と
あ

る
。

（
39
）

『

朝
鮮
古
写

徽
州

本
朱
子

語

類
』

（
中
文
出
版
社
　
］

九

八

二
）

（
40
）

陳
淳
は

、

「

語

録
姓

氏
」

に

よ

る
と
、

紹
熙

元

年
（

一
一

九

〇
）
、

　

慶
元
五

年
（
｝
一

九

九）

所
聞

。

も
と
『

饒
録
』

巻
十
三
、

十

四

所
収

。

　

な
お、

朱
門
弟
子
の

伝
記
に

つ

い

て

は、

田
中

謙
二

氏

「
朱
門

弟
子
師

　

事
年

攷」
（
『

田

中

謙
二

著
作
集
　
第
三

巻
』

（

汲
古
書
院
　
二

〇
〇
一
）

　

参
照

。

（
41
）

周
謨、

字
は

舜

弼、

南
康
軍
建

昌
の

人
、

一
一

四
｝

〜
一

二

〇
→

。

　

「

語

録
姓
氏
」

に
よ

れ

ば、

淳
熙
六

年

（

＝

七

九
）

以

降
の

所
聞

。

　

も
と
『

饒
録
』

巻
四

十
五

所
収。

（
42
）

こ

の

語
録
は

『

四

書
集
註
大
全
』

に

も
引
用
さ

れ

る
が
、

『

四

書
輯

　

釈
』

の

当

該

箇
所

に

は

見
ら

れ

な
い

の

で
、

『

大
全
』

編
纂
時

に

加
え

　
ら

れ
た

も
の

か

も
し

れ
な
い

。

（
43
）

徐
寓、

字
は

居
父
・

居
甫

、

瑞
安
府
永
嘉
の

人
。

「

語

録

姓
氏
」

に

　
よ

れ
ば

、

紹
熙

元

年
（
一
一

九

〇）

以

降
の

所

聞
。

も
と

『

池
録
』

巻

　
二

十、

二

十
一
、

『

饒
録
』

巻

四
十
六

所

収
。

（
44
）

『

四

庫
全

書
』

所
収。

『

四

庫
提
要
』

に

よ
れ

ば
『

永

楽
大

典
』

本。

（
45
）

『

大

学
集
編
』

『

四

書
輯
釈
』

『

四

書
集
註
大

全
』

等
に

見

ら
れ
る

。

（

46
）

『

晦
庵
先
生

語
録

大
綱
領
』

は
、

中

華
再
造

善
本
・

子

部
・

唐
宋
編

　
に

影

印
本

が

収
録

さ
れ
て

い

る

（

北

京

図

書
館
　
二

〇
〇
四
）

。

詳
し

　
く

は、

石

氏
「
『

晦
庵
先

生
語

録
大
綱
領
』

攷
」

参
照

。

【

附
記
】

本
稿
は、

二

〇

＝
二

年
十
一

月
に

那
覇
市
で

開
催
さ
れ

た

「
『

校

　

勘
与
経
典
』

国
際
学
術
研
討

会」

に

お

け
る
口

頭
発
表
の

内

容
が

元
に
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な
っ

て
い

る
。

会
議
を

主
催
さ
れ

た

琉
球
大
学
の

水
上

雅
晴
氏

、

並

び

に

有
益
な

御
助
言

を
下

さ
っ

た
上

海
師
範
大

学
の

石
立

善
氏
に

謹
ん
で

御
礼

申
し

上

げ
た
い

。

ま
た
、

口

頭

発
表
の

段
階
か

ら
、

広

島
大

学
名

誉
教
授
佐

藤
仁

先
生
に

は

多
方
面
に

わ

た
り

多
大

な
御

指
導
を
賜
っ

た
。

衷
心

よ

り

御
礼
申
し

上

げ
る

と
と

も
に、

論
者
の

学
力
が

及
ば

ず、

先
生
の

御
示

教
を

十

分
に
生

か
し

切

れ
て

い

な
い

点
に

つ

い

て

は
、

反

省
の

上、

今
後
の

課
題

と
さ

せ
て

頂

き
た
い

。

な
お、

本
稿
は

、

科
学

研
究

費
補
助
金
（
基
盤

研
究

C）
「
永

楽
三

大
全
の

基
礎
的
研

究
」

（

平

成
十

八

年
度
〜
二

十
一

年
度、

課

題

番
号

二

九

五
二

〇
〇
四

三
）

、

並

び

に

同

「
明

代
郷
・

会
試

『

三

場

題
目
』

の

思
想

史

的
考
察
」

（
平

成
二

十
四

年
度
〜

二

十
六

年
度、

課

題
番

号
冖

二

〇
二

九

四
八

四

五
）

に

よ

る
研

究
成
果
の
一

部
で

あ

る。
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